
宮
城
総
鉄
門
前
に
約
60
名
の

組
合
員
が
結
集
す
る
中
、
集
会

は
地
本
五
十
嵐
書
記
長
の
司
会

で
開
会
。

地
方
本
部
を
代
表
し
大
沼
委

員
長
は
、
「
社
員
・
家
族
の
厳

し
い
生
活
実
態
か
ら
極
め
て
不

満
の
残
る
回
答
で
あ
り
、
社
員

に
還
元
し
よ
う
と
し
な
い
貨
物

会
社
経
営
陣
の
姿
勢
は
、
経
営

側
の
責
任
を
社
員
に
転
嫁
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
東
北
貨
物
協
議
会
大

越
事
務
局
長
は
、
こ
の
間
の
交

渉
と
闘
い
の
経
過
を
説
明
。

交
渉
で
会
社
は
、
「
東
日
本

大
震
災
と
台
風
12
号
、
15
号
及

び
自
然
災
害
の
大
雨
等
に
よ
り

大
幅
な
減
収
。
中
期
決
算
で
経

常
損
益
が
17
億
円
。
昨
年
度
2

年
ぶ
り
に
黒
字
に
な
っ
た
が
、

今
年
度
赤
字
決
算
で
は
銀
行
の

評
価
が
下
が
る
」
と
し
て
お
り
、

下
期
で
挽
回
し
黒
字
決
算
を
社

員
の
人
件
費
削
減
で
達
成
す
る

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
組
合
は
、
「
大
震
災
は

千
年
に
1
度
の
災
害
、
こ
の
様

な
時
こ
そ
内
部
留
保
金
を
取
り

崩
し
て
も
社
員
と
家
族
に
報
い

る
べ
き
。

東
北
で
は
盛
岡
（
タ
）
か
ら

東
京
（
タ
）
へ
瓦
礫
輸
送
が
開

始
さ
れ
、
静
岡
県
も
受
け
入
れ

を
表
明
。
ト
ヨ
タ
は
、
今
年
か

ら
岩
手
県
の
関
東
自
動
車
で
プ

リ
ウ
ス
コ
ン
パ
ク
ト
を
生
産
予

定
。現

在
は
、
ト
ヨ
タ
号
と
称
し

た
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
専
用
列
車

が
盛
岡
（
タ
）
名
古
屋
（
タ
）

間
で
2
往
復
輸
送
さ
れ
ド
ル
箱

列
車
に
な
っ
て
い
る
。
プ
リ
ウ

ス
の
部
品
調
達
を
考
え
る
と
も

う
1
往
復
増
も
あ
り
え
る
。

仙
台
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
も
11
月

25
日
か
ら
鉄
道
輸
送
が
再
開
す

る
な
ど
、
好
条
件
は
揃
っ
て
お

り
支
払
い
能
力
は
十
分
と
主
張
。

ま
た
大
越
事
務
局
長
は
、
交

渉
の
後
押
し
と
し
て
、
東
北
貨

物
協
議
会
の
闘
い
を
報
告
し
、

「
年
末
手
当
獲
得
の
闘
い
が
各

分
会
で
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
た
。

全
体
集
会
で
意
思
統
一
を
し
、

現
場
長
交
渉
は
東
北
の
7
分
会
、

9
職
場
で
実
施
。
本
社
、
支
社

へ
の
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
寄
せ
書
き
、

ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
社
長
宛
に

個
人
名
を
記
載
し
た
要
請
ハ
ガ

キ
行
動
、
門
前
・
社
宅
チ
ラ
シ

配
布
行
動
の
実
施
。
本
部
に
対

し
て
も
年
末
手
当
の
闘
い
を
取

り
組
む
要
請
を
行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
様
に
あ
ら
ゆ
る
闘
い
を

実
施
し
て
も
回
答
は
超
低
額
回

答
の
1
・
57
ヶ
月
で
あ
り
、
仲

間
か
ら
は
『
分
会
と
し
て
何
を

す
れ
ば
目
標
が
達
成
で
き
る
の

か
』
『
あ
と
出
来
る
闘
い
は
ス

ト
ラ
イ
キ
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
』
『
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
交
渉
し
て
ほ
し
い
』
等
の
声

が
出
さ
れ
て
い
る
」
と
切
実
な

仲
間
の
意
見
を
紹
介
。

続
い

て
、
宮
城
県
支
部
秋
山
委
員
長
、

仙
総
支
部
庄
司
委
員
長
、
貨
物

宮
城
分
会
結
城
書
記
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
受
け
た
。

集
会
で
は
佐
藤
執
行
委
員
が

読
み
上
げ
た
集
会
宣
言
を
採
択

し
、
最
後
に
大
沼
委
員
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
怒
り
の
拳
を
突

き
上
げ
た
。

【
越
】

※
同
日
、
福
島
県
集
会
は
郡

山
分
連
協
で
、
ま
た
郡
山
工
場

支
部
は
11
月
25
日
、
郡
総
門
前

で
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

な
ん
と
い
う
不
運
か
。
南
幅

誠
也
の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
に
よ

る
筋
断
裂
。
そ
し
て
高
橋
正
人

と
若
き
エ
ー
ス
の
高
橋
祐
輝
の

欠
場
と
い
う
「
飛
車
角
落
ち
」

で
は
成
す
す
べ
も
な
い
。

「
今
回
は
楽
し
も
う
よ
」
。

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
そ
ん
な

声
が
出
た
。
だ
が
レ
ー
ス
の
欠

場
は
ご
免
だ
。
エ
ン
ト
リ
ー
し

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

白
羽
の
矢
は
吉
田
英
樹
と
地

本
武
田
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

花
の
一
区
は
佐
々
木
晴
基
。

こ
の
間
誰
に
も
譲
ら
な
い
指

定
席
だ
。
い
つ
も
の
安
定
し
た

走
り
で
7
位
に
付
け
る
。
二
区

の
吉
田
英
樹
は
南
幅
の
代
役
と

し
て
奮
闘
し
7
位
を
キ
ー
プ
、

三
区
の
佐
藤
勝
成
に
襷
を
託
す
。

佐
藤
は
い
ぶ
し
銀
の
走
り
で

じ
わ
り
と
順
位
を
上
げ
四
区
の

武
田
へ
。
大
ブ
レ
ー
キ
も
予
想

さ
れ
た
が
そ
の
ま
ま
五
区
大
知

里
正
へ
。
「
越
し
た
の
で
は
な

く
、
相
手
が
下
が
っ
て
き
た
」

と
小
憎
ら
し
い
コ
メ
ン
ト
を
残

し
て
大
知
里
が
ま
た
一
つ
順
位

を
上
げ
、
大
黒
柱
の
高
橋
真
人

に
繋
い
だ
。
結
果
は
五
位
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
。
決
し
て
層
は
厚
く

な
い
。

だ
が
「
団
結
す
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ

が
何
か
を
掴
み
、
手
応
え
を
感

じ
た
は
ず
た
。

レ
ー
ス
は
若
手
を
擁
し
た
盛

岡
が
13
年
ぶ
り
に
制
し
た
。

昨
年
優
勝
の
長
野
は
二
位
、

三
位
は
高
崎
。

第２６１６号 国労せんだい ２０１１年１２月１０日

団結 抵抗 統一

11
・
8

団
交
（
機
技
セ
業
務
委
託
拡
大
・
提
案
）

11
・
21

団
交
（
冬
期
対
策
・
営
業
）

11
・
11

 
東
北
交
運
労
協
総
会

11
・
12

 
全
国
組
織
部
長
会
議

11
・
12

 
第
23
回
東
日
本
家
族
会
総
会

11
・
14

本
社
団
交
（
検
修
外
注
化
）

11
・
17

 
本
社
経
協

11
・
19

 
東
本
部
委
員
長
・
書
記
長
会
議

11
・
20

東
北
貨
物
協
議
会
役
員
会

11
・
21

貨
物
抗
議
集
会
・
仙
台
地
区
集
会

11
・
22

第
2
回
執
行
委
員
会

11
・
24

東
北
労
金
担
当
者
・
書
記
会
議

11
・
26

 
東
本
部
第
16
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
・
29

小
牛
田
地
区
集
会

11
・
30

 
本
社
経
協
（
安
全
）

12
・
3

会
津
若
松
地
区
集
会

11
月
17
日
、
JR
貨
物
会
社
は
、
11
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い

で
、
基
準
内
賃
金
の
1
・
57
ヶ
月
分
と
い
う
、
超
低
額
回
答
を

示
し
た
が
、
「
生
活
改
善
は
期
末
手
当
で
」
と
い
う
、
社
員
家

族
の
切
実
な
声
、
願
い
に
背
を
向
け
踏
み
に
じ
る
回
答
に
対
し
、

組
合
は
席
上
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
各
級
機
関
に
対
し
抗

議
行
動
を
指
示
。
地
本
内
に
お
い
て
も
11
月
21
日
、
宮
城
貨
物

総
鉄
門
前
に
お
い
て
「
再
検
討
・
再
回
答
を
求
め
る
抗
議
集
会
」

を
開
催
す
る
な
ど
各
地
で
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。

11
月
26
日
、
第
16
回
国
労
東
日
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
皇
居
外

周
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
仙
台
地
本
選
抜
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
上
位
入
賞
を
狙
っ
た
が
、
エ
ー
ス
級
ラ
ン
ナ
ー

の
ケ
ガ
な
ど
の
欠
場
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
結
果
は
五
位
入

賞
に
と
ど
ま
っ
た
。
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JR
東
日
本
会
社
は
12
月
24
日
、

国
労
の
年
末
手
当
に
対
す
る
要

求
に
対
し
、
2
・
78
ヶ
月
の
支

払
い
回
答
を
示
し
た
。
交
渉
の

席
上
、
東
本
部
は
、
「
①
回
答

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
尽
力
し
た
社
員
、

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
社
員
の
奮
闘

に
水
を
差
す
も
の
で
あ
り
、
到

底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
。

②
回
答
水
準
は
、
JR
発
足
当
初

に
等
し
い
水
準
で
あ
り
、
今
日

の
会
社
の
経
営
体
力
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
過
去
最
低
の
減

収
だ
と
し
て
も
、
引
き
続
き
大

き
な
収
益
を
あ
げ
て
お
り
、
純

利
益
の
通
期
見
通
し
は
2
年
前

の
水
準
に
匹
敵
す
る
勢
い
。

③
年
間
5
・
38
ヶ
月
分
は
、
発

足
４
年
目
の
１
９
８
９
年
の
5・

5
ヶ
月
分
を
下
回
る
水
準
で
あ

り
、
JR
発
足
以
来
24
年
間
、
輸

送
の
安
全
を
守
り
続
け
て
き
た

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
著

し
く
低
下
さ
せ
る
も
の
」
と
し

て
不
満
を
示
し
、
持
ち
帰
り
検

討
。東

日
本
本
部
は
、
連
絡
執
行

委
員
会
を
開
催
し
議
論
し
た
結

果
、
回
答
は
納
得
で
き
る
水
準

で
は
な
い
が
再
回
答
に
至
る
状

況
に
な
い
こ
と
、
ま
た
年
末
を

控
え
た
組
合
員
・
家
族
の
生
活

を
考
慮
し
、
不
満
を
表
明
し
つ

つ
、
12
月
8
日
支
払
い
手
続
き

の
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
25
日
に
妥

結
・
整
理
を
図
る
こ
と
を
決
定
。

翌
11
月
25
日
11
時
30
分
に
妥
結

し
た
。

（
東
本
部
業
務
連
絡
報
・
11
月

29
日
・
第
１
０
４
６
号
参
照
）

ま
た
地
方
本
部
は
25
日
早
々

支
社
に
対
し
、
「
回
答
は
、
こ

れ
ま
で
震
災
後
の
昼
夜
を
問
わ

ず
復
旧
・
復
興
に
向
け
取
り
組

ん
で
き
た
社
員
に
対
し
て
大
変

不
満
。
社
員
の
声
を
真
剣
に
受

け
止
め
よ
」
と
口
頭
で
組
合
員

の
声
を
伝
え
た
。
会
社
は
、

「
意
見
は
伺
っ
た
」
と
述
べ
た

に
と
ど
ま
っ
た
。

国
労
仙
台
運
転
協
議
会
（
三

塚
昇
議
長
）
は
、
東
日
本
大
震

災
を
中
心
と
し
た
職
場
の
問
題

点
等
に
つ
い
て
集
約
し
、
地
方

本
部
に
早
期
の
対
応
を
求
め
る

文
書
を
11
月
7
日
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
。

①
災
害
時
に
お
け
る
通
勤
手
段

（
帰
宅
時
も
含
む
）
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
（
遠
距
離
通
勤
者
が
長
期

自
宅
待
機
と
な
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
早
期
に
改
善
す
る
こ
と
）

②
3
・
11
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、

各
線
区
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ

た
が
、
未
だ
全
面
復
旧
さ
れ
て

い
な
い
線
区
に
つ
い
て
、
今
後

の
復
旧
計
画
と
併
せ
て
将
来
的

な
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

③
昨
年
1
月
に
車
両
の
導
入
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
が
、
3
月
の
大
震
災
に

よ
っ
て
の
車
両
導
入
計
画
に
変

更
は
な
い
の
か
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

④
災
害
時
に
お
け
る
乗
務
員
の

業
務
中
で
の
連
絡
手
段
を
確
保

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
大
震
災

を
教
訓
と
し
て
新
た
な
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
。

⑤
仙
石
線
、
石
巻
線
各
駅
間
の

避
難
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
。

（
地
域
災
害
マ
ッ
プ
）

⑥
ワ
ン
マ
ン
列
車
運
行
を
止
め

る
こ
と
。
（
再
度
ワ
ン
マ
ン
列

車
問
題
点
の
検
証
が
必
要
）

⑦
配
転
者
の
地
元
復
帰
運
動
を

再
度
行
う
こ
と
。
（
震
災
時
、

地
元
の
人
間
が
少
な
く
劣
悪
な

労
働
条
件
と
な
っ
た
）

⑧
現
行
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
こ
と
。

⑨
輸
送
指
令
員
に
対
し
、
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
能
力
向

上
を
図
る
こ
と
。

宮
城
県
支
部
は
11
月
5
日
、

第
53
回
定
期
支
部
大
会
を
こ
く

ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
し
、

以
下
の
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

秋
山
正
浩

（
仙
台
建
築
）

執
行
副
委
員
長

八
巻
孝
夫
（
仙
・
宮
運
輸
区
）

書
記
長

山
田
芳
夫
（
岩
沼
駅
連
合
）

執
行
委
員

内
田
五
郎

（
貨
物
宮
城
）

宮
本
広
美
（
宮
城
野
電
車
区
）

佐
藤
涼
一
（
小
牛
田
運
輸
区
）

村
上
正
博

（
仙
台
駅
連
）

木
藤
昭
弘

（
仙
台
駅
連
）

千
葉
祐
悦
（
仙
石
線
駅
連
）

千
葉

薫
（
仙
台
信
通
区
）

婦
人
部
長

加
藤
和
子

（
仙
台
駅
連
）

山
形
県
支
部
は
11
月
13
日
、

第
26
回
定
期
支
部
大
会
を
山
形

市
内
大
手
門
パ
ル
ズ
に
て
開
催

し
、
以
下
の
執
行
体
制
を
確
立

し
た
。

執
行
委
員
長

原
田
好
太
郎
（
山
形
連
合
）

執
行
副
委
員
長

堀
内

勉

（
山
形
連
合
）

書
記
長

伊
藤

雅

（
山
形
連
合
）

執
行
委
員

田
村
孝
一

（
新
庄
駅
連
合
）

鎌
田

仁

（
新
庄
連
合
）

難
波
新
一

（
山
形
連
合
）

鈴
木
幸
春

（
米
沢
連
合
）

福
島
県
支
部
は
11
月
26
日
、

第
52
回
定
期
支
部
大
会
を
郡
山

市
ビ
ッ
ク
ア
イ
で
開
催
し
、
以

下
の
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

小
桧
山
広
幸
（
郡
山
信
通
区
）

執
行
副
委
員
長

佐
々
木
勝
紀
（
福
島
地
区
）

堀
口
裕
一
（
郡
山
信
通
区
）

高
橋

寛

（
若
松
地
区
）

書
記
長

佐
藤
正
彦
（
郡
山
駅
連
合
）

書
記
次
長

山
田
明
彦

（
福
島
地
区
）

村
田
与
志
一
（
福
島
建
築
）

執
行
委
員

菊
池
尚
一
（
郡
山
駅
連
合
）

堀
切

彰

（
郡
山
電
力
）

小
桧
山
聡
（
郡
山
保
線
区
）

阿
部
貴
弘
（
郡
山
駅
連
合
）

橋
本
好
衛
（
貨
物
福
島
）

仙
台
総
合
車
両
所
支
部
は
11

月
19
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お

い
て
、
第
25
会
定
期
支
部
大
会

を
開
催
し
、
以
下
の
執
行
体
制

を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

庄
司

修

（
車
体
）

執
行
副
委
員
長

阿
部

春
雄

（
運
転
）

書
記
長

高
橋

進

（
台
車
）

執
行
委
員

遠
山

政
孝

（
組
立
）

渡
辺

一
則

（
台
車
）

原
田

靖

（
車
体
）

武
田

忠

（
車
体
）

山
口

智

（
車
体
）

郡
山
工
場
支
部
は
11
月
26
日
、

第
81
回
定
期
支
部
大
会
を
郡
山

市
内
橘
地
域
公
民
館
で
開
催
し
、

以
下
の
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

橋
本
守
弘

（
車
体
科
）

執
行
副
委
員
長

大
川
原
邦
幸

（
装
置
科
）

書
記
長

橋
本
光
一

（
車
体
科
）

執
行
委
員

本
田
要
一

（
装
置
科
）

阿
部
政
雄

（
車
体
科
）
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団結 抵抗 統一

地方本部は来春闘に向けた取組みについて、今年も春

闘事務局会議を立ち上げ行動を開始する予定だ。

今後予定されている事務局会議の日程は以下のとおり。

第一回 12月13日（火）18時45分～

第二回 1月12日（木）18時45分～

第三回 2月 9日（木）18時45分～

①大巾賃上げ獲得のための取組む

②仕事や職場環境および生活の見直しと、それらの改善

の取組む

③上記①と②取組みを通して、組織の活性化と強化拡大

を目指す

④国労の取組みを内外にアピールする

⑤春闘を社会へアピールする

※春闘時の取り組み事項として予定されているもの

3月 9日（金）国労東北総決起集会

3月10日（土）国労仙台総行動 【利】

 
地
方
本
部
は
、
地
方
大
会

以
降
の
情
勢
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
図
り
、
当
面
す
る
12

春
闘
ま
で
の
闘
い
の
流
れ
を

確
認
し
、
各
分
会
大
会
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
各
地
区
集

会
を
開
催
し
て
い
る
。

 
仙
台
、
小
牛
田
、
会
津
若

松
地
区
は
既
に
終
了
し
、
今

後
は
郡
山
地
区
（
12
月
7
日
、

ビ
ッ
ク
ア
イ
）
、
福
島
地
区

（
12
月
9
日
、
大
田
町
会
館
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
山
形
、
新
庄
地
区
、

自
動
車
支
部
に
つ
い
て
も
調

整
次
第
、
順
次
開
催
し
て
い

く
予
定
だ
。


